













（non-steroidal anti-inflammatory drugs: NSAIDs）が奏効しづらい抗悪性腫瘍薬の副作用で発現した
重度の口内炎あるいはヘルペス性口内炎口腔内に対しても鎮痛効果が認められることから，立効散は患者
の苦痛軽減に重要な役割を果たしている．しかしながら立効散は，マクロファージ系細胞に対し炎症時に




散の鎮痛効果と体内動態の関連性を、マウスの仮性疼痛反応（Writhing syndrome 法）観察と HPLC 法にて
行った。 
【方法】立効散（200、400、600 mg/kg）を蒸留水に溶解しマウスに投与（0.1 ml/10 g, p.o.）し、20-90
分後に 0.6 %酢酸を投与（0.1 ml/10 g, i.p.）し stretch movements の発現を他の行動指標（locomotion、
rearing、grooming など）と併せて 45 分間測定し，アセトアミノフェン，アスピリン（いずれも 300 mg/kg, 
p.o.）と比較した。同様に立効散の成分生薬（立効散 400 mg/kg 相当量）の鎮痛効果も検討した。薬物動
態の測定のために、立効散を投与（400 mg/kg, p.o.）されたマウスに全身麻酔（ペントバルビタール 50 
mg/kg, i.p.）を施し 10-90 分後に採血（1 ml，3.8 % クエン酸 0.1 ml 添加）を行った。血液は除タンパ
ク後に HPLC にて解析した（254、280 nm）。結果・考察】立効散の各生薬成分は投与 10 分後から速やかな
血中濃度の上昇を認め、20-30 分をピークに 90 分後にはほぼ検出限界を下回ることが明らかとされた。鎮
痛作用も投与 20 分後から用量依存的に有意（P < 0.05）に認められ、アセトアミノフェンならびにアス
ピリンと同程度の鎮痛強度を有することが明らかになった．更に、前処置時間の延長（90 分）は有意（P < 
0.05）な鎮痛効果の増強を示し、立効散の鎮痛効果発現への代謝産物の重要な関与が示された。また，成
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